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臨床推論教育における諸課題の可視化に向けた調査：初学者理学療法士の特徴分析
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【はじめに】
臨床推論は理学療法士が適切に治療を行う上で欠かせないスキルの一つである。しかし、理学療法における臨床推論
は筆者が渉猟する限り体系化されておらず、臨床教育を難しくしている一因と思われる。そこで、臨床推論の能力は
経験年数に依存するのか、また臨床推論能力を決定づける因子として理学療法プロセスのうち何が重要になるのかを
明らかにし、今後の臨床推論支援を行う方向性を明確にすることを目的として検証を行ったため以下に報告する。
【方法】
対象は急性期病院に所属する１～5年目の理学療法士15名。脳卒中患者に対して理学療法を行う上で必要な情報収集
項目・理学療法評価を複数人の理学療法士で列挙し、それをもとに「左放線冠梗塞」の疑似症例を作成した。疑似症
例をもとに下記のように症例検討レポートを作成させた。①症例情報の提示として、新規処方対応時を参考に「左放
線冠梗塞、75歳、女性」の情報を提示した。この情報に対して、初期評価を想定し被験者が必要と思う評価項目を列
挙させた。②被験者が必要情報として列挙した項目を疑似症例データから抜粋し読み込ませた。③被験者の入手した
疑似症例データを用いて統合と解釈・問題点抽出・予後予測 (目標設定)を記述させた。④統合と解釈を数値化するた
めに、統合と解釈のルーブリックを使用した採点、統合と解釈の記述採点、SOAPに基づきデータから解釈ができてい
るかの採点を一人の理学療法士が実施した。なお、記述者が採点者に分からないよう盲検化した。
【結果】
経験年数が少ないほど評価項目の列挙数は少ない傾向にあった。また評価項目の列挙数が少ないほど、ルーブリック
の点数・記述採点・SOAPに基づきデータからの解釈ができているかの採点はそれぞれが低い傾向にあった。それぞれ
の点数が低値を示している群は採点者のコメントとして理学療法評価あるいは統合と解釈の理解不足の記載がされて
いた。
【結論】
臨床推論支援ツール作成の前段階として、初期評価として行うべき評価の列挙とそれに基づく統合と解釈を実施させ、
採点を行った。その結果、臨床推論の能力は経験年数に応じて向上する傾向があることがわかった。また評価項目数
の列挙数が少ないほど臨床推論の能力は低くなることがわかった。採点者のコメントとして、理学療法評価の基本的
な理解が不足しているとされていたことからも、臨床推論の能力が低い群は、統合と解釈に至る前段階に問題がある
ことが傾向としてわかった。初学者理学療法士は考慮すべき評価項目を指摘しきれない結果、統合と解釈を効果的に
進めることができておらず、体系的な支援が必要であると考えられる。
【倫理的配慮】調査対象の理学療法士には、書面を用いて説明をし、収集したデータの使用方法・発表について同意
と署名を得ている。

2�ϫ�㸰


	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v2.pdf
	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v2.pdf
	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v1.pdf
	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v1.pdf
	バインダー2.pdf
	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v1.pdf
	第11回日本理学療法教育学会 学術大会 プログラム・抄録_v1.pdf
	プログラム・抄録_v1_resized.pdf
	抄録集表紙案.pdf
	抄録集表紙案.pdf
	抄録集表紙案
	抄録集表紙案.pdf
	スライド番号 1


	大会プログラム20220816修正

	会議用第11回日本理学療法教育学会　プログラム集　前半部分.pdf

	講師陣抄録.pdf
	11大会長基調講演_本田知久先生　完成.pdf
	10教育講演２_芳野純先生　完成.pdf
	9協賛シンポジウム_浅川育世先生　完成.pdf
	8協賛シンポジウム_原陽介先生　完成.pdf
	7協賛シンポジウム_柿花隆昭先生　完成.pdf
	6協賛シンポジウム_出江紳一先生　完成.pdf
	5シンポジウム２_松田徹先生　完成.pdf
	4シンポジウム２_有馬慶美先生　完成.pdf
	3基調講演1_堀本ゆかり先生　完成.pdf
	2シンポジウム1_髙木亮輔先生 完成.pdf
	1シンポジウム1_江草典政先生　完成.pdf

	空白ページ

	11回　プログラム記載.pdf
	11回　プログラム記載.pdf
	空白ページ


	第11回日理学療法教育学会学術大会 抄録集　開会式　閉会式　式次第.pdf
	総合南東北病院広告.pdf
	モノグサ.pdf
	社会人基礎力検定.pdf
	R4 日本理学療法教育学会学術大会 一般演題抄録.pdf




	演題一覧.pdf

	後半最後部分.pdf
	協賛企業.pdf
	ランチョンセミナー.pdf
	一般演題査読者・審査員（抄録集掲載用）.pdf
	大会役員.pdf
	大 会 事 務 局
	E-mail：congress2022@edu.jspt.or.jp


	日本理学療法教育学会学術大会_A4広告_株式会社メビウス.pdf

	教育学会出張願い

	文書名第8回日本呼吸理学療法学会学術大会 プログラム記載.pdf
	職場教育の活性化
	～ハード・ソフト・ハートの実践～
	本田　知久 （総合南東北病院 リハビリテーション科）
	S-1-01 新人教育の活性化
	～私ならこう育てる！新人教育・新人指導者教育～
	S-1-02 「人を育てて組織を育てる」ための教育システムとその実践

	情意領域教育の活性化
	～これからの臨床教育者に求められる教育学的視点～
	堀本　ゆかり（国際医療福祉大学 福岡保健医療学部）
	S
	S-1
	S-2
	KS-01 臨床実習の活性化
	～臨床実習の本質を考える。学内教育と学外教育の課題と連携～「臨床実習ファンクションの再考」
	KS-02 臨床実習の活性化
	～臨床実習の本質を考える。学内教育と学外教育の課題と連携～
	T
	T-1
	T-2
	KS-01 ニーズに基づく障がい者支援機器開発を実践する人材育成モデルの構築
	東北大学大学院医工学研究科リハビリテーション医工学分野　出江　紳一
	KS-02 バイオデザインの概要と支援機器開発におけるバイオデザイン思考
	東京大学医学部附属病院 トランスレーショナルリサーチセンター　柿花　隆昭
	KS-03 支援機器開発人材育成モデルプログラムの紹介
	株式会社ライフトゥデイ　 原　陽介
	KS-04 支援機器開発人材育成モデルの理学療法教育への導入
	茨城県立医療大学 保健医療学部理学療法学科 浅川　育世

	理学療法教育研究の活性化
	～教育・学習のプロセスを明らかにする質的研究～
	芳野 純（帝京平成大学　健康メディカル学部）



